
市民団体主催　5月の催し

催　事　名 と　き と　こ　ろ 料 金
５月９日（日）

５月１６日（日）

５月２１日（金）～２３日（日）

大社文化プレイスうらら館

大社文化プレイスうらら館

平田文化館

有料

有料

入場無料

わんぱくゆめひろば影絵劇場

大社ユナイテッドウィンド　定期演奏会

平田書道展

は く い ん

出雲の白隠さん ～心に響く禅画の秘宝～
出雲文化伝承館

おたずね：出雲文化伝承館　TEL 21－2460

■と　き／4月24日(土)～6月6日(日)
　　　　　9時～17時
■入館料／一般：800円
               (20名以上の団体は700円)
               高校生以下：無料
■休館日／毎週月曜日
               (ただし祝日は開館)

■と　き／5月8日(土)　14時～
■ところ／出雲文化伝承館　縁結び交流館
■内　容／１．芳澤勝弘氏（花園大学教授）講演会
　　　　　２．パネルディスカッション
　　　　　　 パネラー　松井宗益氏（臨済宗妙心寺派宗務総長）
　　　　　　　　　　　　　島尾　新氏（多摩美術大学教授）
　　　　　　　　　　　　　山下裕二氏（明治学院大学教授）
　　　　　　　　　　　　　浅井京子氏（早稲田大学會津八一記念博物館特任教授）
　　　　　　　　　　　　　藤間　亨氏（出雲文化伝承館名誉館長）
■参加料／無料 
（定員が先着200名です。参加はお電話で出雲文化伝承館へお申し込みください）

　江戸時代中期の高名な禅僧である
白隠慧鶴禅師の代表作と当地の未公
開作品をあわせて紹介します。

　今年で画業６０周年を迎える漫画界の巨匠・水木
しげるの魅力的な人生やその作品を紹介します。

白隠フォーラム美術史家とともに白隠禅画の魅力とその
教えについて討論し、白隠の質に迫ります。

出雲市文化環境部　文化スポーツ課（☎21－6514）
財団法人 出雲市教育文化振興財団（出雲市民会館）（☎24－1212）

第16回（平成22年度）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～芸術の輪を心の和へ～第16回（平成22年度）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～芸術の輪を心の和へ～

はく いん  え か く

ゲゲゲの妖怪美術館 
～水木しげるの愛しき妖怪達～

平田本陣記念館

おたずね：平田本陣記念館　TEL 62－5090

■と　き／5月16日(日)まで
　　　　　9時～17時
■入館料／一般：500円(400円)
　　　　　小中高校生：200円(100円)※（  ）は20名以上の団体料金
■休館日／毎週火曜日(ただし祝日は開館)

将棋名人戦 第三局大盤解説会
　羽生善治名人 対 挑戦者三浦弘行八段の2日目の対局を、
インターネットを使いリアルタイムで解説します。
　次の一手当てクイズ等もあります。

■解説者／プロ棋士　伊藤博文六段
■と　き／５月７日(金)　13時30分から終局まで
■と ころ／大津コミュニティセンター
■参加料／大人：300円（茶菓子等）、学生：無料

おたずね
日本将棋連盟出雲支部幹事長 小村忠良 TEL 21－0262

うらら館伝統文化こども教室

～今福優  こども太鼓塾～
参加者募集
■開催期間／６月９日㈬～１2月（１５回程度）
                  １８時～１９時３０分
                  （都合により変更する場合があります）
■と  こ  ろ／大社文化プレイスうらら館　ごえんホール
■講　　師／今福優、堂本英里
■募集対象／５歳～小学６年生　
■参 加 費 ／１回５００円（保険料含）
■募集人数／３５人（応募多数の場合は抽選となります）
■応募締切／５月１０日（月）
■応募方法／ＴＥＬかＦＡＸで保護者名、住所、電話番号、参加者名、学年、年齢を下記までお知らせください。
                       ※お寄せ頂いた個人情報は本件連絡以外には使用いたしません。

■申し込み・おたずね：出雲市民会館　TEL 24－1212　FAX 21－7085

「こども日本舞踊教室」
「こども箏教室」
参加者募集
■対　象
「こども日本舞踊教室」は幼稚園から小学生
「こども箏教室」は小学生
■開催期間
１１月まで月２回
■講　師
出雲邦楽邦舞連盟講師
■参加費
３，０００円／月　別途、扇子など実費必要
■応募締切
４月３０日（金）　午後５時
■申し込み・おたずね
出雲文化伝承館　TEL ２１－２４６０

バラエティに富んだ、数々の舞台芸術や伝統芸能などの優れた
芸術文化に触れる機会を、年間を通じて提供します。
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Ⓒ水木プロダクション

交通事故のない出雲をめざして
　春の全国交通安全運動が４月６日から１５日までの間行われ、各地域
でさまざまなイベントやドライバーに安全運転を呼び掛ける街頭啓発活動
などが繰り広げられました。
　初日の６日には、市役所前で、交通安全対策協議会の役員や今市地
区の交通安全推進委員ら６０人が、「春の全国交通安全運動一斉行動
出発式」を行い、交通事故防止に努めていく決意を新たにしました。

　出発式では、市長が「市内全域で早朝より街頭啓発活動を行っていただく
ことは、大変効果的であり、皆さんとともに事故減少につながるよう取り組みた
い」とあいさつ。式後、市役所前交差点において、街頭啓発活動を行いました。
　春の全国交通安全運動の期間は終わりましたが、引き続き、ドライバーの方
は思いやり運転を心がけ、自転車と歩行者は交通ルールとマナーを守り、交通
事故のない出雲市をめざしていきましょう。

科学っておもしろい ～野依科学奨励賞の受賞～
　国立科学博物館が、青少年の優れた研究を表彰する「平成２１年度
野依科学奨励賞」小・中学生の部に、河南中１年の高橋希香さん（応募
時は神戸川小６年）と、荒木小５年の山川　紀恵さん（応募時は同校４
年）の２人が選ばれ、このたび野依良治氏から表彰を受けました。
　同賞は、ノーベル化学賞を受賞した野依良治さんの協力で、平成１４年
に創設され、平成２１年度は、全国で小・中学生の部６０作品から１１作品
が受賞しました。出雲市からの作品は、今回を含め３年連続での受賞とな
ります。　
　高橋さんは、ハグロトンボを研究して３年目。「トンボが一生懸命生きているのを観察するのが楽しい。卵からヤゴ
を育ててみたい。」と今後への意欲を話していました。山川さんは、ミジンコの研究を始めて２年目。「お母さんミジン
コが死んでからも赤ちゃんミジンコが生まれてくることに驚いた。これからも研究を続けていきたい。」と話しました。
　また、同賞指導者の部では、出雲科学館の中山慎也教諭が、科学館と中学校の連携した理科学習の取
り組みについて研究し受賞しました。

安全対策を求め、中国電力へ申し入れ
　中国電力株式会社島根原子力発電所で多数の点検漏れがあったことから、市では中国電力株式会社に対
し、４月２日、原子力安全協定の締結や緊急時の情報伝達体制の構築など５項目について申し入れをしました。
　本市の地合町は、原子力安全委員会が指定する「防災対策を重点的に充
実すべき地域」を指定するための距離の目安である半径10km以内にあるもの
の、原子力安全協定を締結していないことから緊急情報伝達体制が整っておら
ず、今回のような事態においては、危機情報が提供されない状況にあります。
　同日には、島根県に対しても、緊急情報伝達体制の構築を図ることなど３項目
について、申し入れを行いました。 中国電力㈱の飯塚亮一島根支社長へ

申し入れを行う市長（４月２日、市役所）

街頭啓発活動（４月6日、市役所前交差点）

受賞を報告する高橋希香さん（写真右）と
山川　紀恵さん（同左）

一斉行動出発式の様子（４月6日）

の　より き　きょう

ゆ　　き　　え
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